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	プラスチックリサイクル を支える分析・評価技術セミナー
	13:30 -15:40
	20名
	無料
	水島愛あいサロン 東棟２Ｆ 会議室 〒712-8057 倉敷市水島東千鳥町1-50
	WEBフォーム、メールまたはFAX
	seminar-2@k-okuma.co.jp
	主催　（株）大熊 共催　（株）日立ハイテクアナリシス　・ （株）HIRANUMA　※順不同


	プログラム詳細
	・DSC、HPLC、TD-MS、蛍光分析などを用いた評価事例の紹介
	・DSC・TG・TMAによる熱分析の基礎
	・多変量解析（主成分分析・PLS等）の概要
	・PETの紫外線劣化評価などのアプリケーション事例




	参加申込書
	TEL：
	FAX：
	Web申込フォームはこちら
	FAX.086-209-0103
	Web、FAXの他、メールでも受付けております。
	□セミナー資料　□カタログ


	□資料請求を希望する
	※お申込み・資料請求の受付確認は、担当者よりメールにてご回答差し上げます。
	お問合せ
	(株)大熊 セミナー係
	086-209-0102
	seminar-2@k-okuma.co.jp



